
研修の特徴研修のねらい

厳しい経営環境の中で企業が将来にわたって発展し続けていくため
には、組織の力を磨いていく必要があります。中でも企業の未来を支え
ていく若手社員が、主体的に行動していく人材へとステップアップするこ
とが重要です。仕事に慣れて来る時期は、自信がつく一方でモチベー
ションが低下しやすいとも言われています。
本研修では、一人ひとりの価値観や仕事観が多様化する中、若手社員

が上司・先輩など周囲から期待されている役割を考えるとともに、企業
の発展を支える人財へと飛躍するために、自身の将来の理想像を思い描
き、その実現に必要となる前向きな考え方や行動について演習を交えな
がら学びます。
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講師紹介（敬称略）

研修期間

対象者

定 員

2027年

30名
受講料

※受講料は変更になる場合があります。
16,000円（税込）

水3 10

新潟県三条市上野原570

会場

中小企業大学校 三条校

（1日・7時間）

大学卒業後、総合物流企業、食品メーカー、築地市場内荷受に勤務し、主に企画営業・リテールサポートを担当。中小企業診断士の資格取得をきっか
けに、2011年に独立。横浜市の地場コンサルティングファームの役員を経て、現在は個人として中小企業支援活動に従事している。営業支援はもち
ろん、自身の経験を活かした創業支援や、新入社員研修・若手リーダー研修を得意とする。2016年より、家業である株式会社菅生食品（魚介類卸売
業）の代表取締役も務める。中小企業大学校講師、東京電機大学創業支援施設インキュベーションマネージャー。

菅生 將人（すごう まさと）

中小企業診断士・調理師

月日 時間 科目 内容

組織人としての認識を深めるとともに、自身の立ち位置
を捉え直し、自身に期待される役割と責務について理解
を深めます。
● 自身への役割期待を考える
● 現状と求められることのギャップ
● 役割期待に応える働き方とは
● 自分起点で行動することの大切さ（積極性を身に着けてもらう）

前向きな意識を持ち、信頼と成果を高める社員へと成
長する第一歩として、意欲的に仕事に取り組む上で活
かしていきたい個性や新たな可能性などを見つめ直
します。
● 自分自身を理解する～できること・強み～
● 自身のモチベーションの源を知る
● 仕事をするうえで自分が大切にしている価値観を考える
（ワークライフバランス的な方向に行くことを防止）
● 他者を理解し自分の傾向を把握する

● 明日から実践することを「見える化」する
● 自ら考え、主体的に行動するための実行宣言

これまでに学んだ内容を活かして、社内で活躍する自
身の理想像を描き、その実現のための努力目標を考え
ます。

3 10
水

充実した毎日を送るために必要な前向きな考え方
や行動について理解します。
仕事を続けていく上でモチベーションの源泉を探
ります。

これまでの人生を自己分析により振り返った上で、
今後の新たな生き方を検討します。

更なる飛躍のための自己革新への取組みを学びます。

・主に入社２年目～５年目程度の若手社員の方
・これからの生き方や仕事への取り組み方を
考えてみたい方

・更なる飛躍のために自己革新に挑戦して
みたい方

新任管理者、職場のリーダー、
若手社員 等

※カリキュラムは都合により変更する場合がございますので予めご了承ください。
※お申込み方法、お問い合わせ先等は裏面をご覧ください。

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 中小企業大学校 三条校

若手社員のモチベーション向上研修
主体性を発揮し、壁を乗り越える！

三条校
中小企業大学校
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